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平成２９年  ９  第６６巻  第９号            香川県小学校教育研究会算数部会 

香 川 県 算 数 教 育 研 究 会 

 

 

平成29年度 第２回定例研修会報告 

  ６月２４日，附属高松小学校にて，第２回定例研究会が行われた。今回はその概要について報告する。 

〈 日 程 〉 

１ 開 会 

２ 提案授業      第１学年「たし算（１）」 

附属高松小学校     柴本 里咲 先生 

３ 丸亀支部の提案   第４学年「何倍でしょう」 

丸亀市立栗熊小学校   小林 篤正 先生 

４ 閉会 

 

附属高松小学校の提案授業 

 

 

【授業者】 香川大学教育学部附属高松小学校  柴本 里咲 先生 

 

子ども自身が学びの成果を実感できるようにするために 
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今月の指導案 

６年「比の利用」・・・１１ 

第１学年「たし算（１）」 
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丸亀支部の提案 

 

【提案者】 丸亀市立栗熊小学校   小林 篤正 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年「何倍でしょう」 
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６年「比とその利用」 

１ 単元名 比とその利用 
 

２ 単元について 

 (1) 本単元は２つの数量関係を表すのに比を用いることを知り，比の表し方と比の相互関係について理解するとともに，

日常生活の場面でこれらを用いる能力をのばすことをねらいとしている。学習指導要領では『D数量関係（１）比につい

て理解できるようにする』にあたる。 

本単元では，2 つの数量の大きさを比較しその割合を表す場合に，どちらか一方を基準量とすることなく，簡単な整

数の組を用いて表す方法として比を学習する。比は，日常生活のいろいろな場面で用いられているので，日常生活の中

から比が用いられる事象を探したり，それを活用して物事を処理したりするような活動を行う。それによって比の意味

の理解を深めるとともに，日常生活にも生かせるようにする。 

(2) 三観小研算数部会のテーマである『子どもと算数を創る-What・How・Why の意識に働きかけた授業-』を受けて，

本単元では，生活に結びつけ，児童が目的意識を持って意欲的に学習に取り組むことができるように，料理や他の教科

の学習などと関連付けて学習を進めていく。 

テーマについては以下の実践を通して『子どもと算数を創る』に迫っていきたい。 

○ 『What』である「何を解決しなければならないか」を児童に主体的に判断・決定させるために，その時間の主と

なる問題場面を実際に教室で実験や実物等の提示をしながら問題と出合わせ学習を進めていく。 

○ 『How』である「どのように解決していくのか」については，前述の問題との出会いによって，答えの見通しを

もたせ，既習を振り返ることのできる掲示によって支援していく。 

○ 『Why』である「なぜ解決できたのか」については，発表ボードを使った班での話し合いの中で，より「正確」

でより「簡単」で「いつでも」使える方法の視点で考えさせていく。 

話し合いの順序としては， 

① 班ごとに各自の考えを比較し，「正確」「簡単」「いつでも」な視点から代表を選択する。 

② (全体で)各グループの考えを比較し，関連性を見つけ分類する。 

③ 妥当性，有効性の視点で話し合う 

また，児童の自力解決を促し，児童の考えを尊重して授業を進めるのは当然ではあるが，あまりに多様な考えが出な

い場合は算数部会の提案にあるBタイプである「考え方を教師が提示し，その有用性を考える」手法を活用しながら，

授業を進めていく。 

 

３ 単元の目標 

 ○  比に関心をもつとともに，比のよさがわかり，それを利用しようとする。         （関心・意欲・態度）       

 ○  比を用いて，問題を解決することができる。                     （思考・判断・表現力）                           

 ○  比を用いて表したり，等しい比を見つけ，比を簡単にしたりすることができる。            （技能） 

 〇  比の意味と表し方を理解することができる。                         （知識・理解）                          

 

 

４ 単元の学習指導計画  （全 ９時間 本時 ７／９時間） 

次 時  学  習  活  動 

関
心
・
意
欲
・

態
度 

考
え
方 

技
能 

知
識
理
解 

一 
１ 比の意味とその表し方を理解する。 ◎ ○   

２ 比の値の意味を理解し，比の値を求める。  ○  ○ 

二 ３ 比が等しいことの意味を理解し，等しい比の性質を，等しい比をつくる。  ○ ◎ 〇 
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４ 比を簡単にする。  ○ ◎  

５ 小数や分数を使った比と比の値。  ○ ◎ 〇 

６ 練習問題   ○ ○ 

三 

７ 

本時 
比を使って，比べる量ともとにする量を求める。  ○ ○  

８ 全体の数量を決まった比に分ける方法を考える。  ○ ○  

９ 練習問題   ○  

５ 本時の学習指導 

(1) 本時の目標 

○ 比を使って，比べる量ともとにする量の求め方を理解することができる。 

(2) 学習指導過程 

学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点 

１ 学習問題をつかむ。       

     

 

 

 

 

 

２ 自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 考えを話し合う。 

① 班で 

② 全体で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○等しい比を使えば計算できそう

だ。 

 

 

○等しい比以外に使えそうな考え

方や方法はないかな。 

 

 

 

 

 

 

○図を書いて考えれば答えを見つ

けられるかな 

 

 

 

 

 

○これはまず比の１つ分をもとめ

てから 2 倍して計算している考え

方だな。 

 

 

 

 

・ 

○2/7倍ということは，7で割って

2 倍しているのと同じだから，数

○ 実際にカルピス原液と水を用意しておき，児童に提示し

て，1学期のお楽しみ会に作るという目的を持たせ学習意

欲も高める。 

○ 児童の言葉を用いて本時の学習課題を設定し，比を使う

ことの見通しを持たせる。 

 

 

○ 前時までの復習をまとめたものを教室横に掲示してお

く 

○ 考え方の見つからない児童には，等しい比について振

りかえさせ，何倍になっているかから考えさせえる。 

○ 児童から多様な考えが出ず，1つしか考えが出てこな

い場合は，線分図のみを提示し，その意味について問い

かけ，考えさせる。 

○ 計算した数値の単位について問いかけることで式の意

味も考えさせ，他の方法との違いをはっきりさせる。 

○ ここでも数値の単位について確認し，等しい比の方法

との違いを意識させ，比の１つ分が求めていることに気

が付かせる。 

○ 比の値を用いても，比の1つ分を求めて何倍かしてい

ることを確認し，数直線を用いた考え方と同様の事をし

ていることに気が付かせる。 

○ 自分で考える時間を設定後に，班での話し合いの場を

設定し，計算の仕方が思いつかない児童にヒントを出し

たり説明し合ったりする時間を確保する。 

○ 班で話し合う際には，「より正確か，より簡単かいつで

も使えるか」を確認し，班で出た考えのそれぞれをホワ

イトボードに書くように指示する。 

○ それぞれの班で出た考えの数を確認し，数が少ない班

から発表させ，ホワイトボードに貼らせていく。 

○ いくつかの班が発表したのちに，同様の考えかを全体

に確認し，同じ考えごとに仲間分けを考えながらホワイ

○め比を使って一方の量からもう一方の量を求める方法を考えよう。 

カルピスを作るときの原液と水の比は2：7です。 

水が140ｍLのとき、原液は何ｍL必要か。 

What 

How 

Why 

140÷7=20 

20×2=40    40mL 

□mL 140mL 

2：7＝□：140 

   

 

140÷7＝20 

2×20＝40    40mL 

20倍 

     2/7倍 

2 ： 7 

2：7の比の値は2/7 

1400×2/7＝40  40mL 
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(3) 板書計画 

 

 

 

 

 

を 

 

 

 

 

 

 

 

指導案を読んで                                   三豊市立松崎小学校 教頭 

 比は，簡単な整数の組み合わせで２量の関係を表すことができることにそのよさがある。しかし，これまでに学習してきた

割合は，一方を１と見て他方がそのどれだけかを表す数であるのに対して，比は，２つの数量のどちらでもない数量を１と見

て２つの数量を簡単な整数の数対で表すために，子どもたちは抵抗を感じやすい。本指導案は，子どもの「What」「How」「Why」

の意識に働きかけた指導となるように工夫されている。まず，『What』である「何を解決しなければならないか」において，

問題場面として，身の回りの生活の中には，比で表す素材として，野球やサッカー等の「得点比」も考えられるが，本時は，

カルピスの原液と水の「混合比」を取り上げて，実際に教室で実験や実物等の提示をしながら問題と出合わせ，児童に主体的

に取り組ませようとしている。次に，『How』である「どのように解決していくのか」については，答えの見通しをもたせた

後，既習をまとめたものを教室横に掲示しておき，既習を振り返ることができるように支援している。最後に，『Why』で

ある「なぜ解決できたのか」については，班で発表ボードを使って話し合い，「正確」「簡単」「いつでも」の視点で考えさせ

た後，各班の考えを比較し，関連性を見つけ分類し，妥当性，有効性の視点で高めていこうとしている。 

 

４ 学習をまとめる。 

 

 

 

５ 練習問題を解く。 

 

直線の考え方と同じことをしてい

るんだ。 

 

 

 

 

 

○他の問題でも 3 つの方法が使え

た。 

○もし，両方の値が分からない場

合があったら計算は難しいかな。 

○全体の量からそれぞれの量を求

められるかな。 

トボードに貼るよう指示する。 

○ どの考えも「せ(正確)か(簡単)い(いつでも)」になっ

ているかをその根拠を示しながら説明させ，全体で話し

合い，どれを使ってもよいことを確認する。 

○ 練習問題では，自分が最も「せ・か・い」だと思える

方法を用いて解くように指示し，比の値を用いる場合は，

7：2として考えなければいけないことに気が付かせる。 

○ 計算した結果を用いて後日実際にカルピスを作ること

で，比の学習が生活の中に生かされていることを確認する

。 

○ 本時の学習から次にできそうなことを考えさせ，次時の

全体量から比を使って分ける問題への意識づけをする。 

等しい比，比の値，線分図を使えば一方の量から

もう一方の量が計算できる。 

What 

原液が100mLのとき水の量は何mLですか。 

 

 

 

                                    

 

 

・等しい比？ 

・比の値？ 

・図？ 

 

 

○め 比を使って一方の量からもう片方の量を計算する方法を考えよう 

水が140ｍLのとき 

原液は何ｍLか。 

2：7＝□：140 

 

 

140÷7＝20 (倍) 

2×20＝40   40mL 

20倍 

 

 

140÷7=20 (mL) 

20×2=40    40mL 

  2/7倍 

2 ： 7 

2：7の比の値は2/7 

140×2/7＝40  40mL 

比の1つ分を求めて 2/7 倍は 7 で割って 2

倍している 

等しい比，比

の値，線分図

を使えば一方

の量からもう

一方の値が計

算できる。 

水の量が 100mL のとき

水の量は何mLか。 

100÷2＝50 

50×7=350    350ｍL 

等しい比 

100÷2＝50 

7×50=350    350ｍL 

数直線 

100×7/2=350  350ｍL 

比の値 

カルピス：水 

２：７ 

全体の量 

⇒それぞれの量 

？ 

２ ７ 

水 カルピス 
140mL □mL 

ま 


